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学校の多忙化に 
どう向き合うか!?

～働き方改革の先にあるもの～

講師：学校業務改善アドバイザー 
　　（文科省） 中教審委員　妹尾　昌俊

　　
　　～半径３メートルからの学校改善～
　
　３月１日（金）第６回“あかし若手教師塾”を開催しました。今回のテーマは、
「働き方改革」 １月２５日に中教審答申が出ました。その議論に中心的に関わられ
た妹尾昌俊さんをお招きしました。冒頭、『時計の針が１周するくらい学校にいる
ことはありませんか？』と尋ねられました。参加者の６割ぐらいが手をあげまし
た。『学校でムダだなと思うことはありませんか？』近くに座っている人と話し
合ってみると、色々出てきます。『では、働き方改革は、何のためでしょう？』そ
う問われると、一瞬考えてしまいます。妹尾さんの答えは明確です。『先生方の命
を守るためです』長時間労働が深刻化している中、過労死ラインが現実のものとなっ
ている現状について語られました。さらに『あなたは、どんな教師でいたいです
か？』と問われました。色々な思いが交錯する中で、やっぱり、授業を大切にす
る。子どもと共にある教師。という思いが湧いてきます。『そのためには、自分を
大切にしていますか？』と問われると自信がなくなってきます。人は、「本」「旅」
「人」の３つのことから学ぶというお話から、最近、自分と向き合う時間が減って
いるなあと気づかされました。『半径３メートルからの学校改善をしてみませんか』
と提案がありました。『まず、自分の働き方を可視化してみること。ワークログを
とって振り返ることから始めてみませんか』という
お話がありました。さっそく、明日からはじめます。
　　

【ワークログの例示】


